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85. 尾﨑和海, 田近英一 ”鉛直一次元海洋生物化学循環モデルを用いた海洋無酸素イベントの発生条件の解明” 日本地球惑星科学連合2009年大会 (千葉幕張メッセ, 2009年5月)
86. 高橋朋哉, 尾﨑和海, 田近英一 “炭素・硫黄・リン循環結合モデルの開発と顕生代における大気海洋システム変動の復元” 日本地球惑星科学連合2009年大会（千葉幕張メッセ, 2009年5月）
87. 遠藤慶, 尾﨑和海, 田近英一 “鉛直一次元海洋生物化学モデルを用いた白亜紀/第三紀境界直後の海洋環境の回復過程の復元” 日本地球惑星科学連合2009年大会（千葉幕張メッセ, 2009年5月）
88. 尾﨑和海, 田近英一 ”鉛直一次元海洋生物化学循環モデルを用いた海洋無酸素イベント時の海洋環境復元” 古海洋シンポジウム (東京大学 大気海洋研究所, 2009年1月)
89. 尾﨑和海, 田近英一 “鉛直一次元海洋生物化学循環モデルを用いた海洋無酸素イベントの発生条件に関する研究” 日本地質学会第115年学術大会 (秋田大学, 2008年9月)
90. 尾﨑和海, 田近英一 “海洋無酸素イベントと有光層アノキシアの発生条件”, 日本地球惑星科学連合2008年大会 (千葉幕張メッセ, 2008年5月)
91. 尾﨑和海, 田島薫雄, 田近英一 “海洋物質循環モデルの開発と海洋無酸素イベントの発生条件” 古海洋シンポジウム (東京大学 大気海洋研究所, 2008年1月)

7. 一般公演
92. 尾﨑和海 “地球の仕組み”（千葉県我孫子市, 2018年10月）
93. 尾﨑和海 “生物地球化学の視点で気候を考える”（神奈川県, 2012年5月）
94. 尾﨑和海 “地球温暖化と海洋の貧酸素化及び海洋無酸素イベント”（東海大学，2010年10月）
95. 尾﨑和海 “地球表層環境と生命の共進化：酸素濃度からみる過去と未来”（神奈川県, 2009年4月）
